
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

節
分
の
日
、
保
育
園
に
鬼
が
来
た
よ
！

金
棒
を
持
っ
て
追
い
か
け
て
き
て
す
ご

く
怖
か
っ
た
～
！！
「
お
に
は
外
！
 
福
は

内
！
」っ
て
が
ん
ば
っ
て
言
い
な
が
ら
豆

を
ぶ
つ
け
た
ら
鬼
が
逃
げ
て
い
っ
た
よ
。

奥
山
　
晴
香
さ
ん
（
さ
く
ら
組
）

雪
が
た
く
さ
ん
降
っ
た
と
き
、な
お
お
ね

え
さ
ん
と
一
緒
に
雪
だ
る
ま
と
か
ま
く
ら

を
つ
く
り
ま
し
た
。
か
ま
く
ら
の
上
に
あ

が
っ
て
す
べ
り
台
み
た
い
に
す
べ
り
ま
し

た
。と
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
。

佐
々
木
七
海
さ
ん
 （
う
め
組
）

さ
さ
き
な
な
み

か
は
る

お
く
や
ま

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

10
こ
の
広
報
紙
は
植
林
・
森
林
認
証
取
得
木
材
を
配
合
し
た
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

207

３
月

人
の
動
き

男
　
1,
46
9人
（
－
４
人
）

女
　
1,
57
3人
（
＋
２
人
）

計
　
3,
04
2人
（
－
２
人
）

世
帯
数
95
7世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
23
年
１
月
31
日
現
在
）
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佐
  藤
　
亜
  美

ち
ゃ
ん

Ｈ
21
・
10
・
６
生

（
地
区
）
西
越
地
区

（
パ
パ
）
誠

（
マ
マ
）
千
恵
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

思
い
や
り
の
あ
る
子
に
育
っ
て
ね

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
23
年
弥
 生

ブ
ラ
ッド
ス
ト
ー
ン（
血
石
）

̶
 沈
着
・
勇
敢
 ̶

誕
生
石

や
よ
い

M
ar
ch

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
１
年
３
月

備
　
　
　
考

美
郷
館

行
　
　
事
　
　
等

さ
と
う

あ
み

日
曜

3
木
後
期
健
康
診
査
（
～
５
日
）
　

後
期
健
康
診
査
（
～
12
日
）

4
金
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

7
月
行
政
相
談

9
水

10
木

新
郷
温
泉
館
休
館
日
・
高
齢
者
教
室
「
シ
ニ
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
＆
体
操
教
室
」

中
学
校
卒
業
式
・
せ
せ
ら
ぎ
学
級
「
か
ご
作
り
」

11
金
資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

新
郷
温
泉
館
休
館
日

14
月
住
民
税
申
告
相
談
最
終
日

15
火
後
期
健
康
診
査（
～
19
日
）・
せ
せ
ら
ぎ
学
級
「
着
付
け
教
室
」

17
木
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

卒
業
式
（
川
代
小
・
西
越
小
）

戸
来
小
学
校
卒
業
式

18
金

●
春
分
の
日

19
土

後
期
健
康
診
査
（
～
26
日
）

21
月

燃
え
な
い
ご
み
収
集
日
　
　
５
才
児
健
康
診
査

24
木

25
金

28
月
新
郷
温
泉
館
休
館
日

み
ん
な
で
支
え
る

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

２月４日　第50回冬季スキー大会（関連記事は５ページ）２月４日　第50回冬季スキー大会（関連記事は５ページ）
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２
月
３
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
で
「
平
成
22
年
度
新
郷
村
常
会

長
会
議
」
が
開
か
れ
、
村
内
43
の

常
会
か
ら
39
人
の
常
会
長
が
出
席

し
、
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
永
野
信
一
水
沢
常
会
長
に
よ
る

村
民
憲
章
唱
和
の
後
、
須
藤
村
長

が
あ
い
さ
つ
。
集
落
案
内
板
設
置

事
業
へ
の
各
常
会
か
ら
の
協
力
に

感
謝
を
表
明
し
、
村
の
課
題
や
財

政
の
現
状
、
新
年
度
の
事
業
等
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
村
か
ら
は
交
通
災
害
共
済
や
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
に
つ
い
て
連

絡
。
出
席
者
か
ら
は
年
末
年
始
の

倒
木
等
の
処
理
、
道
路
の
整
備
、

大
規
模
災
害
時
の
危
機
管
理
体
制

の
あ
り
方
、
各
種
チ
ラ
シ
を
常
会

長
を
通
じ
て
配
布
す
る
方
法
の
見

直
し
等
、
様
々
な
意
見
、
要
望
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
り
村
長
は
「
貴
重

な
御
意
見
を
頂
い
た
こ
と
に
御
礼

申
し
上
げ
る
」と
謝
意
を
述
べ「
要

望
等
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。
今
後
も
み

な
さ
ん
の
協
力
を
得
て
、
行
政
の

推
進
の
た
め
職
員
共
々
取
組
ん
で

い
く
」
と
力
強
く
述
べ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
細
川
正
敏
新
郷
駐
在
所

長
が
最
近
の
五
戸
署
管
内
の
交
通

事
故
発
生
状
況
や
村
内
で
発
生
し

た
犯
罪
な
ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や

す
く
解
説
。
防
犯
対
策
上
、
施
錠

の
大
切
さ
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
節
分
の
２
月
３

日
、
し
ん
ご
う
保

育
園
で
は
「
豆
ま

き
」
を
行
い
、
一

年
の
無
病
息
災
を

祈
り
ま
し
た
。

　
園
児
71
名
が
紙

芝
居
「
む
か
し
む
か

し
お
に
が
き
た
」

や
唄
を
歌
っ
て
楽

し
ん
だ
後
、
豆
ま

き
開
始
。
職
員
が
扮
し
た
赤
鬼
と

青
鬼
が
登
場
す
る
と
泣
き
出
す
子

ど
も
や
鬼
を
囲
ん
で
果
敢
に
豆
を

ぶ
つ
け
る
子
ど
も
達
も
い
た
り
賑

や
か
な
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
豆
ま
き
に
あ
た
り
園
児
達
は
手

作
り
の
思
い
思
い
の
鬼
の
面
を
つ

け
「
福
は
内
、
鬼
は
外
」
と
大
き

な
声
で
叫
び
な
が
ら
、
豆
を
力
一

杯
投
げ
つ
け
邪
気
を
追
い
払
っ
て

い
ま
し
た
。 

　
１
月
27
日
、
美
郷
館
に
お
い
て

「
村
づ
く
り
を
語
る
会
」（
村
づ

く
り
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
今
年
度
の

事
業
概
要
を
説
明
し
、
来
年
度
以

降
の
事
業
に
つ
い
て
出
席
者
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
意
見
、
助
言
を
受

け
、
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
が

目
的
。
昨
年
７
月
に
続
き
、
２
度

目
の
開
催
で
す
。

　
会
合
に
は
県
関
係
機
関
、
き
の

こ
の
里
づ
く
り
事
業
参
加
者
等
、

約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
村
担
当
者
が
今
年
度
実
施
し

た
「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
フ
ァ
ン
感

謝
デ
ー
」
や
「
し
い
た
け
料
理
コ

ン
テ
ス
ト
」
な
ど
の
事
業
概
要
、

そ
の
効
果
な
ど
に
つ
い
て
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
で
画
像
を
投
影
し
な
が

ら
、
て
い
ね
い
に
説
明
。
続
い
て

き
の
こ
の
里
づ
く
り
事
業
に
参
画

し
て
い
る
「
仲
良
し
・
し
い
た
け

会
」
の
工
藤
博
文
代
表
が
活
動
状

況
に
つ
い
て
説
明
、
今
後
の
課
題

と
展
望
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た
。

　
地
域
の
活
性
化
を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
で
は
堀
内
芳
男
三
八
地
域

県
民
局
長
が
「
新
郷
は
観
光
や
自

然
な
ど
の
集
客
資
源
が
豊
富
。
そ

の
一
つ
一
つ
に
自
信
を
持
ち
、
自

慢
し
な
が
ら
魅
力
を
発
信
し
て
い

っ
て
欲
し
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
須
藤
村
長
を
座
長
と
し
た
「
談

義
」
で
は
「
地
場
産
品
の
加
工
施

設
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
？
」
等
と
本
村
特
産
品
に
関
す

る
意
見
が
続
出
。
有
意
義
な
会
合

と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

平成22年度　新郷村常会長会議 平成22年度　新郷村常会長会議 元気いっぱい
　　　　　鬼退治

村
勢
発
展
へ

　
　意
見
続
出
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１
月
23
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
郷
土
料
理
体
験
ツ

ア
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
き

ん
か
も
ち
と
大
根
の
漬
け
物
を
学

ん
だ
前
回
に
続
き
、
今
回
は
生
麩

（
な
ま
ふ
）
と
こ
ん
に
ゃ
く
作
り

に
挑
戦
し
ま
し
た
。
村
と
十
和
田

エ
イ
ト
ラ
イ
ン
観
光
協
議
会
主
催

の
こ
の
郷
土
料

理
体
験
ツ
ア
ー

に
は
八
戸
市
な

ど
か
ら
10
名
が

参
加
。
山
菜
や

加
工
食
品
を
販

売
し
、
布
ぞ
う

り
の
製
作
で
も

有
名
な
「
朝
市

工
房
福
ふ
く
」

（
高
橋
悦
子
会

長
）
の
メ
ン
バ

ー
３
人
が
、
講

師
を
務
め
ま
し

た
。

　
作
業
は
こ
ん

に
ゃ
く
い
も
の

水
洗
い
や
皮
む

き
か
ら
ス
タ
ー

ト
。
１
㎝
ほ
ど
の
厚
さ
に
切
っ
て

煮
込
み
、
適
量
の
水
を
加
え
て

ジ
ュ
ー
サ
ー
に
か
け
、
３
〜
４
時

間
寝
か
せ
た
後
、
凝
固
材
を
加
え

て
完
成
で
す
。
八
戸
市
旭
ヶ
丘
か

ら
参
加
し
た
50
代
の
女
性
は
「
エ

イ
ト
ラ
イ
ン
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
り
、
す
ぐ
に

申
し
込
ん
だ
。
作
り
方
を
き
ち
ん

と
覚
え
て
今
度
は
家
族
に
も
味
わ

せ
て
あ
げ
た
い
」
と
笑
顔
を
見
せ

て
い
ま
し
た
。

　
寒
い
冬
に
家
族
や
仲
間

と
温
泉
で
の
〜
ん
び
り 

ほ
っ
こ
り
♪

　
新
郷
温
泉
館
で
、
お
気

軽
に
く
つ
ろ
ぎ
の
時
間
を

す
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◇
開
催
期
間
　
３
月
ま
で

　
の
火
曜
日

◇
10
〜
28
名
ま
で
の
参
加

　
者
で
お
申
し
込
み
く
だ

　
さ
い
。

◇
無
料
送
迎
バ
ス
を
運
行

　
い
た
し
ま
す
。

　
現
地
お
迎
え
　
11
時

　
お
帰
り
　
　
　
15
時

　
新
郷
温
泉
館
発
↓
発
着

　
場
所
着

（
発
着
場
所
は
申
し
込
み
の
際
に

お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
）

◇
料
金
　
１
名
様
　
１
５
０
０
円

（
入
浴
料
＋
地
元
食
材
を
使
用

し
た
特
製
お
弁
当
＋
お
部
屋
代

込
）

◇
対
象
エ
リ
ア
　
新
郷
温
泉
館
か

ら
バ
ス
発
着
場
所
ま
で
１
時
間

以
内
の
エ
リ
ア

※

送
迎
バ
ス
不
要
の
方
、
10
名
に

満
た
な
い
場
合
等
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
新
郷
温
泉
館

　
２
月
11
日
、
ス
キ
ー

場
ま
つ
り
が
金
ヶ
沢
ス

キ
ー
場
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
三
ツ
岳

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
立

準
備
委
員
会
に
よ
る

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日

頃
、
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
同
ス
キ
ー
場
に
感

謝
す
る
こ
と
が
目
的
。

初
の
試
み
に
村
内
外
か

ら
２
０
０
名
余
り
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
「
し

ん
ご
う
ｃ
ｕ
ｐ
２
０
１
１
」
や

「
ま
る
ご
と
新
郷
○×

ク
イ
ズ
大

会
」「
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

炎
の
滑
走
シ
ョ
ー
」
等
、
多
彩
な

内
容
。
中
で
も
「
年
代
別
ひ
り
ょ

う
袋
そ
り
レ
ー
ス
大
会
」
に
は
大

歓
声
。
稲
わ
ら
を
い
れ
た
ひ
り
ょ

う
袋
に
ま
た
が
り
、
斜
面
を
滑
り

降
り
て
く
る
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
に

選
手
も
保
護
者
も
大
き
な
声
で
声

援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　「
レ
ー
シ
ン
グ
の
か
っ
ち
ゃ
達
」

等
に
よ
る
お
に
ぎ
り
や
そ
ば
の

出
店
も
大
好
評
。
子
ど
も
た
ち
は

好
天
の
中
、
食
欲
を
満
た
し
な
が

ら
、
ゲ
レ
ン
デ
に
笑
顔
を
振
り
ま

い
て
い
ま
し
た
。

　
２
月
４
日
、
第
50
回
冬

季
ス
キ
ー
大
会
（
郡
中
学

校
体
育
連
盟
主
催
）
が
金

ヶ
沢
ス
キ
ー
場
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
野
沢
中
、
新

郷
中
、
田
子
中
の
３
校
が

参
加
し
た
こ
の
大
会
は
、

田
子
地
区
と
新
郷
地
区
の

持
ち
回
り
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
開
会
式
で
は
須
藤
村
長

が
73
名
の
選
手
を
激
励
。

上
野
山
祐
斗
君
（
野
沢
中
学
校
２

年
）
の
宣
誓
に
続
き
、
高
根
誠
審

判
長
（
村
体
育
協
会
ス
キ
ー
部
）

が
競
技
上
の
注
意
を

述
べ
、
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　
当
日
は
青
空
が
広

が
る
好
天
。
家
族
や

友
人
の
あ
た
た
か
い

応
援
の
中
、
選
手
達

は
練
習
の
成
果
を
十

分
に
発
揮
し
た
よ
う

で
す
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。（
本
村
関
係

分
）【
男
子
】
◇
ア
ル
ペ
ン
▽

大
回
転
①
日
向
洸
介
（
新
）

②
下
村
修
也
（
新
）
③
佐
藤

廣
岳
（
新
）
▽
回
転
①
日
向

洸
介
（
新
）
②
下
村
修
也
（
新
）

④
佐
藤
廣
岳
（
新
）
◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
▽
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
①
上
野
山
祐
斗
（
野
）
②

佐
藤
惣
一
郎
（
野
）
▽
リ
レ
ー
②
野
沢
中
③

新
郷
中
【
女
子
】
◇
ア
ル
ペ
ン
▽
大
回
転
②

高
根
菜
摘
（
新
）
④
間
木
綾
乃
（
新
）
⑤
平

葭
楓
（
新
）
⑥
橋
端
聡
穂
（
新
）
▽
回
転
②

高
根
菜
摘
（
新
）
③
間
木
綾
乃
（
新
）
④
田

中
美
晴
（
新
）
⑤
田
中
希
幸
（
新
）
⑥
平
葭

楓
（
新
）
◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
▽
ク
ロ
ス
カ
ン

ト
リ
ー
①
川
代
玲
穂
（
野
）
②
岡
田
怜
奈

（
野
）
④
畠
山
彩
（
新
）
⑤
奥
山
望
絵
（
新
）

⑥
畠
山
海
（
新
）
▽
リ
レ
ー
①
野
沢
中
②
新

郷
中
Ａ
【
学
校
対
抗
】
◇
男
子
ア
ル
ペ
ン
①

新
郷
中
◇
女
子
ア
ル
ペ
ン
①
新
郷
中
◇
男
子

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
②
野
沢
中
③
新
郷
中
◇

女
子
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
①
野
沢
中
②
新
郷

中
◇
男
女
総
合
①
新
郷
中
③
野
沢
中

　
こ
の
た
び
、
西
越
財
産

区
（
前
山
勝
造
議
長
）
か

ら
西
越
地
区
公
民
館
施
設

整
備
と
西
越
小
学
校
外
溝

修
繕
工
事
等
の
た
め
に
３

０
０
万
円
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
う
ち
公
民
館
で
は

和
室
の
畳
の
総
入
替
え

（
64
畳
）、
Ｆ
Ｆ
ク
リ
ー
ン

ヒ
ー
タ
ー
６
台
の
交
換
、

玄
関
前
に
あ
る
防
犯
灯
の

修
繕
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
で
同
館
の
利

便
性
が
更
に
向
上
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

の～んびり　温泉遊び

西越財産区からのあたたかい善意

手
作
り
の
味
に

感

　激

スキー場に笑顔と大歓声

 新郷中が男女総合Ｖ
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ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
②
野
沢
中
③
新
郷
中
◇

女
子
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
①
野
沢
中
②
新
郷

中
◇
男
女
総
合
①
新
郷
中
③
野
沢
中

　
こ
の
た
び
、
西
越
財
産

区
（
前
山
勝
造
議
長
）
か

ら
西
越
地
区
公
民
館
施
設

整
備
と
西
越
小
学
校
外
溝

修
繕
工
事
等
の
た
め
に
３

０
０
万
円
が
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
う
ち
公
民
館
で
は

和
室
の
畳
の
総
入
替
え

（
64
畳
）、
Ｆ
Ｆ
ク
リ
ー
ン

ヒ
ー
タ
ー
６
台
の
交
換
、

玄
関
前
に
あ
る
防
犯
灯
の

修
繕
等
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
整
備
で
同
館
の
利

便
性
が
更
に
向
上
。
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

ま
す
ま
す
高
ま
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

の～んびり　温泉遊び

西越財産区からのあたたかい善意

手
作
り
の
味
に

感

　激

スキー場に笑顔と大歓声

 新郷中が男女総合Ｖ
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　１
月
28
日
、
小
・
中
学
校
ス
キ

ー
大
会
（
村
教
育
振
興
協
議
会
主

催
）
が
金
ヶ
沢
ス
キ
ー
場
で
開
催

さ
れ
、
児
童
生
徒
が
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
ま
し
た
。

　こ
の
日
は
と
き
お
り
陽
も
差
し

込
む
ま
ず
ま
ず
の
天
候
。
選
手
達

は
駆
け
つ
け
た
家
族
ら
の
声
援
を

受
け
な
が
ら
精
一
杯
の
滑
り
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　開
会
式
で
は
、
須
藤
良
美
村
長

が
「
こ
の
日
の
た
め
に
蓄
え
て
い

た
力
を
発
揮
し
、
最
後
ま
で
ベ
ス

ト
を
尽
く
し
て
、
自
分
自
身
の
最

高
の
滑
り
を
私
達
に
見
せ
て
欲
し

い
」
と
選
手
を
激
励
。
川
代
小
学

校
６
年
角
岸
右
京
君
が
元
気
よ
く

選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　各
部
門
の
優
勝
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。

男
子
の
部

　◇
ア
ル
ペ
ン
▽
大
回
転
小

学
校
１
年

　長
峯
魁
（
戸
）
同
２
年

　

藤
村
倖
大
（
戸
）
同
３
年

　間
木
啓
吾

（
戸
）
同
４
年

　福
山
泰
誠
（
戸
）
同

５
年

　本
間
丈
夢
（
戸
）
同
６
年

　間

木
大
幹
（
戸
）
　同
中
学
校

　小
笠
原
功

大
（
新
）
　▽
回
転
中
学
校

　小
笠
原
功

大
（
新
）
◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
小
学
校
２

年

　豊
島
翔
大
（
西
）
同
３
年

　下
村

竜
聖
（
西
）
同
４
年

　梅
川
秋
洋
（
川
）

同
５
年

　畑
中
蒼
司
（
川
）
　同
６
年

　

上
野
山
友
樹
（
西
）
　同
中
学
校

　上
野

山
祐
斗

　▽
小
学
校
リ
レ
ー

　川
代
小

（
男
女
混
合
）

女
子
の
部

　◇
ア
ル
ペ
ン
▽
大
回
転
小

学
校
１
年

　永
野
海
幸
（
戸
）
　同
２
年

　長
野
和
夏
（
戸
）
同
３
年

　田
沢
未

羽
（
戸
）
同
４
年 

吉
野
栞
那
（
戸
）
同

５
年

　平
葭
優
花
（
川
）
同
６
年

　高

橋
真
由
（
戸
）
同
中
学
校

　高
根
菜
摘

（
新
）
　▽
回
転
中
学
校

　高
根
菜
摘（
新
）

◇
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
小
学
校
１
年
佐
藤
琴

乃
（
西
）
同
２
年

　鹿
島
愛
莉
（
西
）

同
３
年

　田
島
愛
海
（
西
）
同
４
年

佐
々
木
愛
美
（
西
）
同
５
年

　赤
坂
詩

織
（
西
）
同
６
年

　青
山
智
美
（
西
）

同
中
学
校

　奥
山
望
絵
（
新
）

※

（
戸
）
―
戸
来
小
（
川
）
―
川
代
小
（
西
）

―
西
越
小
（
野
）―
野
沢
中
（
新
）―
新
郷

中

　「
村
消
防
団
幹
部
訓
練
」
が
２

月
６
日
、
美
郷
館
で
開
催
さ
れ
、

村
消
防
団
（
畠
山
賢
悦
団
長
）
の

全
分
団
の
幹
部
52
名
が
参
加
し
、

西
分
遣
所
職
員
８
名
が
指
導
に
あ

た
り
ま
し
た
。

　訓
練
は
「
訓
練
礼
式
」
と
「
救

急
・
搬
送
法
」
の
２
部
構
成
。
４

班
に
編
制
さ
れ
た
参
加
者
は
真
剣

な
眼
差
し
で
訓
練
に
取
組
み
ま
し

た
。　訓

練
礼
式
で
は
動
作
の
一
挙
動
、

一
挙
動
を
大
切
に
し
、
確
実
な
操

作
を
す
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す

る
と
と
も
に
、
指
揮
者
の
号
令
、

命
令
、
指
示
は
厳
正
な
態
度
で
明

確
に
し
、
予
令
、
動
令
を
的
確
に

発
声
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確

認
し
ま
し
た
。

　村
と
十
和
田
エ
イ
ト

ラ
イ
ン
観
光
協
議
会
が

主
催
し
た
「
冬
の
鬼
蓮

（
お
に
ば
す
）
体
験
ツ

ア
ー
」
が
２
月
12
日
、

11
名
の
参
加
者
に
よ
り

一
面
の
銀
世
界
の
中
、

鬼
蓮
の
炭
窯
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　１
回
目
と
な
る
今
回

は
「
華
炭

と
炭
俵
作

り
」
。
講

師
は
炭
窯
主
の
山
岸

義
一
夫
妻
で
す
。
華

炭
づ
く
り
は
ま
ず
は

素
材
詰
め
。
パ
イ
ナ

ッ
プ
ル
を
中
心
に
松

ぼ
っ
く
り
、
ニ
ン
ニ

ク
、
バ
ラ
の
花
等
を

一
斗
缶
の
中
に
丁
寧

に
詰
め
込
み
、
周
囲

の
す
き
間
を
も
み
が

ら
で
埋
め
ま
す
。
で

き
あ
が
る
ま
で
は
二

週
間
程
度
の
炭
化
期

間
と
冷
却
期
間
が
必

要
で
、
そ
の
間
の
管

理
は
山
岸
さ
ん
に
一

任
で
す
。
続
い
て
夫

人
の
光
子
さ
ん
の
指

導
の
元
、
炭
俵
作
り
に
挑
戦
。
真

剣
な
表
情
で
作
業
す
る
参
加
者

を
見
つ
め
な
が
ら
、
山
岸
さ
ん

は
「
忘
れ
か
け
ら
れ
た
山
村
文
化

を
、
炭
俵
や
華
炭
と
い
う
形
で
永

く
後
世
に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

目
を
細
め
て
い
ま
し
た
。

　終
了
後
は
、
新
郷
温
泉
館
に
移

動
。
心
地
良
い
疲
れ
を
伝
説
の
鷲

の
湯
で
癒
し
て
い
ま
し
た
。

小・中学校スキー大会小・中学校スキー大会小・中学校スキー大会
寒さに負けず熱戦展開寒さに負けず熱戦展開寒さに負けず熱戦展開号

令
は
明
確
に

　
　動作
は
的
確
に

号
令
は
明
確
に

　
　動作
は
的
確
に

号
令
は
明
確
に

　
　動作
は
的
確
に

号
令
は
明
確
に

　
　動作
は
的
確
に

冬の新郷で体験三昧

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

冬
至
す
ぎ
日
に
一
分
の

日
足
伸
ぶ

工

　藤

　陽

　一

停
電
や
暖
房
な
き
は

み
じ
め
な
り

髙

　根

　リ

　サ

大
雪
に
狭
庭
の
雪
の

波
を
打
つ

福

　山

　康

　子

ろ
う
そ
く
の
灯
囲
み
て

年
明
け
る

小

　坂

　良

　子

元
日
や
陸
の
孤
島
と

な
り
に
け
り

鹿

　島

　と

　わ

初
春
に
テ
レ
ビ
と
お
せ
ち
と

病
む
夫
と

長

　峯

　ユ

　リ

停
電
で
明
け
し
新
春

二
人
き
り

戸

　来

　れ
い
子

大
荒
の
新
春
な
れ
ど

日
は
昇
る

鹿

　島

　恵
美
子

朝
食
の
炊
き
た
て
飯
に
寒
卵

村

　上

　て

　る

言
い
訳
を
添
え
て
遅
れ
し

賀
状
書
く

金

　沢

　
　
　凡
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　島

　と

　わ

初
春
に
テ
レ
ビ
と
お
せ
ち
と

病
む
夫
と

長

　峯

　ユ

　リ

停
電
で
明
け
し
新
春

二
人
き
り

戸

　来

　れ
い
子

大
荒
の
新
春
な
れ
ど

日
は
昇
る

鹿

　島

　恵
美
子

朝
食
の
炊
き
た
て
飯
に
寒
卵

村

　上

　て

　る

言
い
訳
を
添
え
て
遅
れ
し

賀
状
書
く

金

　沢

　
　
　凡



８９　広報しんごう　H23・２

◇生活排水をきれいにするために必要な水の量
　これは「しょう油」15mlを捨てたとき、魚が住める程度に
きれいにするためには、お風呂の浴槽（300リットル）で約1.5
杯分（450,000ml）の水が必要になる、という例です。
「牛乳」コップ１杯（200ml）では、浴槽100杯（30,000リット
ル）の水が必要になります。

◇生活排水とは
　生活排水とは、私たちの日常生
活にともなって出される排水のこ
とで、台所・風呂・洗濯などの生
活雑排水とトイレからの排水を合
わせたものです。私たちは、１人
１日あたり約200リットルから300
リットルの水を使用しています。

◇下水道への接続のお願い
　くみ取り式はもちろん、単独浄化槽を設置して水洗トイレを
使用している場合でも、生活排水の４分の３は汚れたまま農業
用水路や河川に流れています。
　豊かな自然を将来に引き継いでいくためにも、これらの施設
の整備が完了した地区のみなさんは、早期の接続にご理解と
ご協力をお願いします。

◇下水道へ接続するためには
　下水道へ接続するためには、排水設備工事が必要となりま
す。この設備は、個人の負担で設置し管理するもので、個人の
財産となるものです。排水設備工事は専門の資格をもった指定
排水設備工事業者に依頼してください。まずは見積りをとって
みましょう。

新郷村指定排水設備工事業者（平成23年２月１日現在）
村内の業者
小坂建設工業㈱、㈱村下建設工業、㈲平葭建設、㈲ヤマカン前川
原商店
村外の業者
友住設備工業㈱、㈲八戸水洗サービス、アクア設備㈱、㈲三貞
㈱大西工務店、㈲栄清工業、㈱平設備、西浦水道建設工業㈱
橋本電気工業㈱、㈲水幸設備工業、㈱大西組、㈱東北産業、㈲日
研設備、㈲小野寺水道設備工業、㈲北桜水道建設、㈲サンセツ工業、
村越住設、㈱川村土木、㈾鳥金商店、㈲マルユ佐藤設備工業
お問い合わせ　建設グループ　℡78－2111（内）402まで

しょう油 15ml＝水 450,000ml
～下水道への接続のお願い～

　
交
通
災
害
共
済
は
２
月
22
日
よ

り
加
入
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

◇
会
費

　
３
５
０
円
　
１
人
（
年
間
）

◇
共
済
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
24
年
３
月
31
日

　（
途
中
加
入
も
で
き
ま
す
）

問
　
総
務
課
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
今
年
に
入
り
、
県
内
で
焼
死
者

を
伴
う
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生
す
る
と

延
焼
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
村
民
一
人
一
人
が
火

の
元
の
点
検
を
行
い
、
住
宅
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

か
ら
の
出
火

　
火
を
使
用
し
て
い
る
時
は
そ
の

場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
揚
げ
物
な
ど
に
使
用

す
る
油
は
、
熱
し
続
け
る
と
油

自
体
が
発
火
す
る
た
め
大
変
危

険
で
す
。
来
客
や
電
話
な
ど
で

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◇
た
ば
こ
か
ら
の
出
火

　
寝
た
ば
こ
は
大
変
危
険
な
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
吸
殻

は
こ
ま
め
に
捨
て
、
灰
皿
に
吸

殻
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
ガ
ラ
ス
製
の
灰

皿
は
、
吸
殻
を
た
め
す
ぎ
る
と

た
ば
こ
の
熱
に
よ
っ
て
灰
皿
が

割
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
吸
殻
は
出
来
る
だ
け
水
に

つ
け
る
な
ど
し
て
か
ら
捨
て
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
吸
殻
を

直
接
ご
み
箱
に
捨
て
る
と
、
可

燃
物
な
ど
に
着
火
し
て
火
災
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
暖
房
器
具
か
ら
の
出
火

　
寒
い
日
が
続
き
洗
濯
物
な
ど
が

乾
き
に
く
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
真
上
や
近
く
に
干
し
が
ち
で

す
が
、
万
が
一
落
下
し
ス
ト
ー

ブ
な
ど
に
触
れ
た
り
す
る
と
火

災
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
火
を
つ
け
た
ま
ま
給

油
し
、
灯
油
が
こ
ぼ
れ
て
着
火

し
た
火
災
事
例
が
あ
り
ま
す
。

給
油
す
る
と
き
は
、
火
を
消
し

て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
タ
ン

ク
は
口
金
を
確
実
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
暖
房
器
具

も
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
を

消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

◇
死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
野
生
動
物

は
、
素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん

の
野
鳥
な
ど
が
死
亡
し
て
い
た

ら
、
役
場
産
業
グ
ル
ー
プ
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
の
注
意
す
べ
き
鳥
に

つ
い
て
は
１
羽
で
も
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
日
常
生
活
に
お
い
て
、
野
鳥
な

ど
野
生
動
物
の
排
泄
物
等
に
触

れ
た
後
に
は
、
手
洗
い
と
う
が

い
を
し
て
い
れ
ば
、
過
度
に
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
野
鳥
の
フ
ン
が
靴
の
裏
や
車
両

に
付
く
こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
他
の

地
域
へ
運
ば
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
野
鳥
に
近
づ
き

す
ぎ
な
い
よ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
フ
ン
を
踏
ま
な
い
よ
う

注
意
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
消

毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

は
、
野
鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接

し
方
で
は
、
ヒ
ト
に
感
染
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
す
べ
き
鳥

　
水
鳥
（
ガ
ン
、
カ
モ
類
、
ハ
ク

チ
ョ
ウ
）

　
猛
禽
類
（
タ
カ
、
ワ
シ
、
フ
ク

ロ
ウ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
）

◇
産
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
飼
っ
て

い
る
鶏
な
ど
の
調
査
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
伝
染
病
発
生

時
の
連
絡
や
防
疫
作
業
が
必
要

な
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
さ
れ
た
新
郷
村
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
、
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
平
成
23
年
２
月
23
日（
水
）か
ら

３
月
９
日（
水
）ま
で（
15
日
間
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

縦
覧
場
所

　
新
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会
室

異
議
の
申
し
出

　
当
該
選
挙
人
名
簿
に
脱
漏
ま
た

は
誤
載
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

縦
覧
期
間
内
に
、
文
書
で
選
挙
管

理
委
員
会
に
異
議
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
交
通
事
故
は
誰
に
と
っ
て
も
突

然
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
す
。
▽
過
失
相

殺
の
考
え
方
は
？
▽
示
談
の
仕
方

は
？
▽
賠
償
額
（
治
療
費
・
休
業

補
償
・
損
害
額
）
の
算
定
は
？
▽

損
害
保
険
会
社
と
の
交
渉
は
ど
う

す
る
の
？
▽
自
賠
責
保
険
の
請
求

の
し
か
た
は
？
等
々
…

　
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

　
　
青
森
県
庁
北
棟
１
階

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
５

　
介
護
保
険
係
で
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
際
し
、
所
得
税
・
住
民

税
の
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。

　
障
害
者
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
下
記
の
と
お
り
で
す

の
で
、
必
要
な
方
は
役
場
厚
生
グ

ル
ー
プ（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◇
申
請
窓
口

役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ
（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
申
請
に
必
要
な
物

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
印
鑑

◇
申
請
受
付
期
間

　
平
成
23
年
２
月
９
日（
水
）〜
　

　
平
成
23
年
３
月
15
日（
火
）

◇
認
定
方
法

必
要
に
応
じ
て
村
職
員
が
個
別

に
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
認
定
し
ま
す
。

※
個
別
に
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
結
果
通
知
ま
で
に
１
週
間

〜
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
│

７
５
５
５

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
に
よ
る
傷

害
や
、
第
三
者
に
与
え
た
損
害
を

補
償
し
、加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
、

安
心
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
を
目

的
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
中
や
そ
の
往
復
中

に
急
性
心
不
全
や
脳
内
出
血
な
ど

で
、
突
然
、
死
亡
し
た
場
合
に
も

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
、
万
一
に
備
え
て
、
小
さ

な
掛
金
で
大
き
な
保
障
の
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
掛
金

ひ
と
り
年
額
６
０
０
円
か
ら
９

０
０
０
円
（
年
齢
、
活
動
内
容

等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◇
加
入
対
象
者

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
、
5
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
被

保
険
者
は
各
個
人
）

◇
補
償
内
容

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、
死

亡
、
後
遺
障
害
等
）

◇
保
険
期
間

加
入
の
翌
日
か
ら
当
該
年
度
末

ま
で 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県

　
　
支
部

℡
０
１
７
│

７
８
２
│

６
９
８
４

要
介
護
認
定
者
で
も
障
害

者
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す

小
さ
な
掛
金

　
　
　
　
大
き
な
補
償

鳥
イ
ン
フ
ル

　
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

問

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

被
害
者
も
加
害
者
も

　
　
悩
ま
ず
相
談
！

一
般
家
庭
で
の

　
火
災
予
防
に
つ
い
て

一
日
一
円
保
険

問

問

問

問 問

よごれのもと

捨てた量

必要な水の量
（浴槽）

しょう油

15ml

1.5杯分

日本酒

20ml

2.7杯分

ラーメンの汁

200ml

3.3杯分

米のとぎ汁

2L

4.0杯分

みそ汁

200ml

4.7杯分

牛乳

20ml

10.0杯分

１人１日あたりの生活排水の内訳

台所
30Ｌ

風呂
50Ｌ

洗濯
40Ｌ

洗面など
30Ｌ

水洗
トイレ
50Ｌ



８９　広報しんごう　H23・２

◇生活排水をきれいにするために必要な水の量
　これは「しょう油」15mlを捨てたとき、魚が住める程度に
きれいにするためには、お風呂の浴槽（300リットル）で約1.5
杯分（450,000ml）の水が必要になる、という例です。
「牛乳」コップ１杯（200ml）では、浴槽100杯（30,000リット
ル）の水が必要になります。

◇生活排水とは
　生活排水とは、私たちの日常生
活にともなって出される排水のこ
とで、台所・風呂・洗濯などの生
活雑排水とトイレからの排水を合
わせたものです。私たちは、１人
１日あたり約200リットルから300
リットルの水を使用しています。

◇下水道への接続のお願い
　くみ取り式はもちろん、単独浄化槽を設置して水洗トイレを
使用している場合でも、生活排水の４分の３は汚れたまま農業
用水路や河川に流れています。
　豊かな自然を将来に引き継いでいくためにも、これらの施設
の整備が完了した地区のみなさんは、早期の接続にご理解と
ご協力をお願いします。

◇下水道へ接続するためには
　下水道へ接続するためには、排水設備工事が必要となりま
す。この設備は、個人の負担で設置し管理するもので、個人の
財産となるものです。排水設備工事は専門の資格をもった指定
排水設備工事業者に依頼してください。まずは見積りをとって
みましょう。

新郷村指定排水設備工事業者（平成23年２月１日現在）
村内の業者
小坂建設工業㈱、㈱村下建設工業、㈲平葭建設、㈲ヤマカン前川
原商店
村外の業者
友住設備工業㈱、㈲八戸水洗サービス、アクア設備㈱、㈲三貞
㈱大西工務店、㈲栄清工業、㈱平設備、西浦水道建設工業㈱
橋本電気工業㈱、㈲水幸設備工業、㈱大西組、㈱東北産業、㈲日
研設備、㈲小野寺水道設備工業、㈲北桜水道建設、㈲サンセツ工業、
村越住設、㈱川村土木、㈾鳥金商店、㈲マルユ佐藤設備工業
お問い合わせ　建設グループ　℡78－2111（内）402まで

しょう油 15ml＝水 450,000ml
～下水道への接続のお願い～

　
交
通
災
害
共
済
は
２
月
22
日
よ

り
加
入
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

　
ご
家
族
そ
ろ
っ
て
加
入
し
ま
し

ょ
う
。

◇
会
費

　
３
５
０
円
　
１
人
（
年
間
）

◇
共
済
期
間

　
平
成
23
年
４
月
１
日
か
ら

　
平
成
24
年
３
月
31
日

　（
途
中
加
入
も
で
き
ま
す
）

問
　
総
務
課
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
今
年
に
入
り
、
県
内
で
焼
死
者

を
伴
う
住
宅
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
の
時
期
は
空
気

が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生
す
る
と

延
焼
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
村
民
一
人
一
人
が
火

の
元
の
点
検
を
行
い
、
住
宅
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

◇
ガ
ス
こ
ん
ろ
、
ガ
ス
テ
ー
ブ
ル

か
ら
の
出
火

　
火
を
使
用
し
て
い
る
時
は
そ
の

場
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
揚
げ
物
な
ど
に
使
用

す
る
油
は
、
熱
し
続
け
る
と
油

自
体
が
発
火
す
る
た
め
大
変
危

険
で
す
。
来
客
や
電
話
な
ど
で

そ
の
場
を
離
れ
る
と
き
は
必
ず

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

◇
た
ば
こ
か
ら
の
出
火

　
寝
た
ば
こ
は
大
変
危
険
な
の
で

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
吸
殻

は
こ
ま
め
に
捨
て
、
灰
皿
に
吸

殻
を
た
め
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。
特
に
ガ
ラ
ス
製
の
灰

皿
は
、
吸
殻
を
た
め
す
ぎ
る
と

た
ば
こ
の
熱
に
よ
っ
て
灰
皿
が

割
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
吸
殻
は
出
来
る
だ
け
水
に

つ
け
る
な
ど
し
て
か
ら
捨
て
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
吸
殻
を

直
接
ご
み
箱
に
捨
て
る
と
、
可

燃
物
な
ど
に
着
火
し
て
火
災
と

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇
暖
房
器
具
か
ら
の
出
火

　
寒
い
日
が
続
き
洗
濯
物
な
ど
が

乾
き
に
く
く
、
ス
ト
ー
ブ
な
ど

の
真
上
や
近
く
に
干
し
が
ち
で

す
が
、
万
が
一
落
下
し
ス
ト
ー

ブ
な
ど
に
触
れ
た
り
す
る
と
火

災
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
絶

対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
ス
ト
ー

ブ
な
ど
の
火
を
つ
け
た
ま
ま
給

油
し
、
灯
油
が
こ
ぼ
れ
て
着
火

し
た
火
災
事
例
が
あ
り
ま
す
。

給
油
す
る
と
き
は
、
火
を
消
し

て
か
ら
給
油
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
の
タ
ン

ク
は
口
金
を
確
実
に
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
の
暖
房
器
具

も
外
出
時
や
就
寝
前
に
は
火
を

消
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
　
五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　
℡
78
│

２
１
１
９

◇
死
亡
し
た
野
鳥
な
ど
野
生
動
物

は
、
素
手
で
触
ら
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
同
じ
場
所
で
た
く
さ
ん

の
野
鳥
な
ど
が
死
亡
し
て
い
た

ら
、
役
場
産
業
グ
ル
ー
プ
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
下
の
注
意
す
べ
き
鳥
に

つ
い
て
は
１
羽
で
も
ご
連
絡
を

お
願
い
し
ま
す
。

◇
日
常
生
活
に
お
い
て
、
野
鳥
な

ど
野
生
動
物
の
排
泄
物
等
に
触

れ
た
後
に
は
、
手
洗
い
と
う
が

い
を
し
て
い
れ
ば
、
過
度
に
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
野
鳥
の
フ
ン
が
靴
の
裏
や
車
両

に
付
く
こ
と
に
よ
り
、
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
他
の

地
域
へ
運
ば
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
野
鳥
に
近
づ
き

す
ぎ
な
い
よ
う
し
て
く
だ
さ
い
。

　
特
に
、
フ
ン
を
踏
ま
な
い
よ
う

注
意
し
て
、
必
要
に
応
じ
て
消

毒
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◇
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

は
、
野
鳥
観
察
な
ど
通
常
の
接

し
方
で
は
、
ヒ
ト
に
感
染
し
な

い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
正

し
い
情
報
に
基
づ
い
た
冷
静
な

行
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

注
意
す
べ
き
鳥

　
水
鳥
（
ガ
ン
、
カ
モ
類
、
ハ
ク

チ
ョ
ウ
）

　
猛
禽
類
（
タ
カ
、
ワ
シ
、
フ
ク

ロ
ウ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
）

◇
産
業
グ
ル
ー
プ
で
は
、
飼
っ
て

い
る
鶏
な
ど
の
調
査
を
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
伝
染
病
発
生

時
の
連
絡
や
防
疫
作
業
が
必
要

な
時
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
　
産
業
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
平
成
23
年
１
月
１
日
現
在
で
調

製
さ
れ
た
新
郷
村
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
を
、
次
の
と
お
り

縦
覧
に
供
し
ま
す
。

縦
覧
期
間

　
平
成
23
年
２
月
23
日（
水
）か
ら

３
月
９
日（
水
）ま
で（
15
日
間
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
ま
で

縦
覧
場
所

　
新
郷
村
選
挙
管
理
委
員
会
室

異
議
の
申
し
出

　
当
該
選
挙
人
名
簿
に
脱
漏
ま
た

は
誤
載
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

縦
覧
期
間
内
に
、
文
書
で
選
挙
管

理
委
員
会
に
異
議
を
申
し
出
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
　
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
℡
78
│

２
１
１
１

　
交
通
事
故
は
誰
に
と
っ
て
も
突

然
で
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
す
。
▽
過
失
相

殺
の
考
え
方
は
？
▽
示
談
の
仕
方

は
？
▽
賠
償
額
（
治
療
費
・
休
業

補
償
・
損
害
額
）
の
算
定
は
？
▽

損
害
保
険
会
社
と
の
交
渉
は
ど
う

す
る
の
？
▽
自
賠
責
保
険
の
請
求

の
し
か
た
は
？
等
々
…

　
当
事
者
は
も
ち
ろ
ん
、
ど
な
た

で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
　
青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

　
　
青
森
県
庁
北
棟
１
階

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
２
３
５

　
介
護
保
険
係
で
は
、
確
定
申
告

の
時
期
に
際
し
、
所
得
税
・
住
民

税
の
控
除
を
う
け
る
こ
と
が
で
き

る
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
を

交
付
し
ま
す
。

　
障
害
者
控
除
を
う
け
る
た
め
に

は
、
認
定
書
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
早
め
に
申
請
を
し
ま
し
ょ
う
。

く
わ
し
く
は
下
記
の
と
お
り
で
す

の
で
、
必
要
な
方
は
役
場
厚
生
グ

ル
ー
プ（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
対
象
者

平
成
22
年
12
月
31
日
現
在
、
介

護
保
険
で
要
介
護
１
〜
５
に
認

定
さ
れ
て
い
て
、
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方
。

◇
申
請
窓
口

役
場
厚
生
グ
ル
ー
プ
（
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー
内
）

◇
申
請
に
必
要
な
物

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
（
オ
レ

ン
ジ
色
）
印
鑑

◇
申
請
受
付
期
間

　
平
成
23
年
２
月
９
日（
水
）〜
　

　
平
成
23
年
３
月
15
日（
火
）

◇
認
定
方
法

必
要
に
応
じ
て
村
職
員
が
個
別

に
実
態
調
査
を
行
い
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
認
定
し
ま
す
。

※
個
別
に
実
態
調
査
を
行
う
た
め
、

認
定
結
果
通
知
ま
で
に
１
週
間

〜
２
週
間
か
か
り
ま
す
。

問
　
厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　
℡
61
│

７
５
５
５

　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
の
事
故
に
よ
る
傷

害
や
、
第
三
者
に
与
え
た
損
害
を

補
償
し
、加
入
者
の
み
な
さ
ん
が
、

安
心
し
て
活
動
で
き
る
こ
と
を
目

的
に
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
活
動
中
や
そ
の
往
復
中

に
急
性
心
不
全
や
脳
内
出
血
な
ど

で
、
突
然
、
死
亡
し
た
場
合
に
も

見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
、
万
一
に
備
え
て
、
小
さ

な
掛
金
で
大
き
な
保
障
の
ス
ポ
ー

ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◇
掛
金

ひ
と
り
年
額
６
０
０
円
か
ら
９

０
０
０
円
（
年
齢
、
活
動
内
容

等
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◇
加
入
対
象
者

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
な
ど
を
行
う
、
5
人

以
上
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ
（
被

保
険
者
は
各
個
人
）

◇
補
償
内
容

傷
害
保
険
（
通
院
、
入
院
、
死

亡
、
後
遺
障
害
等
）

◇
保
険
期
間

加
入
の
翌
日
か
ら
当
該
年
度
末

ま
で 

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
　
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
青
森
県

　
　
支
部

℡
０
１
７
│

７
８
２
│

６
９
８
４

要
介
護
認
定
者
で
も
障
害

者
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す

小
さ
な
掛
金

　
　
　
　
大
き
な
補
償

鳥
イ
ン
フ
ル

　
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

問

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

被
害
者
も
加
害
者
も

　
　
悩
ま
ず
相
談
！

一
般
家
庭
で
の

　
火
災
予
防
に
つ
い
て

一
日
一
円
保
険

問

問

問

問 問

よごれのもと

捨てた量

必要な水の量
（浴槽）

しょう油

15ml

1.5杯分

日本酒

20ml

2.7杯分

ラーメンの汁

200ml

3.3杯分

米のとぎ汁

2L

4.0杯分

みそ汁

200ml

4.7杯分

牛乳

20ml

10.0杯分

１人１日あたりの生活排水の内訳

台所
30Ｌ

風呂
50Ｌ

洗濯
40Ｌ

洗面など
30Ｌ

水洗
トイレ
50Ｌ



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

節分の日、保育園に鬼が来たよ！
金棒を持って追いかけてきてすご
く怖かった～！！「おには外！ 福は
内！」ってがんばって言いながら豆
をぶつけたら鬼が逃げていったよ。

奥山　晴香さん（さくら組）
雪がたくさん降ったとき、なおおね
えさんと一緒に雪だるまとかまくら
をつくりました。かまくらの上にあ
がってすべり台みたいにすべりまし
た。とっても楽しかった。

佐々木七海さん （うめ組）
さ さ き なな みかはるおくやま

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

10この広報紙は植林・森林認証取得木材を配合した紙を使用しています

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

207

３月
人の動き

男　1,469人（－４人）
女　1,573人（＋２人）
計　3,042人（－２人）
世帯数957世帯（±０世帯）
（平成23年１月31日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

1
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.net.pref.aom

ori.jp/shing
o/ 
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2011 （
平
成
2
3
年
）

FEB
R
U
A
R
Y

佐  藤　亜  美ちゃん
Ｈ21・10・６生
（地区）西越地区
（パパ）誠
（ママ）千恵子
パパとママのねがい

思いやりのある子に育ってね

むらのガイド

平成23年 弥 生
ブラッドストーン（血石）
̶ 沈着・勇敢 ̶誕 生 石

やよい
March

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１１年３月
備　　　考

美郷館

行　　事　　等

さ とう あ み

日 曜
3 木 後期健康診査（～５日）　

後期健康診査（～12日）

4 金 資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日

7 月
行政相談

9 水
10 木

新郷温泉館休館日・高齢者教室「シニアクッキング教室＆体操教室」
中学校卒業式・せせらぎ学級「かご作り」

11 金 資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
新郷温泉館休館日14 月
住民税申告相談最終日15 火
後期健康診査（～19日）・せせらぎ学級「着付け教室」17 木
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
卒業式（川代小・西越小）
戸来小学校卒業式

18 金

●春分の日
19 土

後期健康診査（～26日）
21 月

燃えないごみ収集日　　５才児健康診査
24 木
25 金
28 月 新郷温泉館休館日

みんなで支える
国民年金

日本年金機構
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